
山田みやこの活動報告

令和８年３月１２日（木）オンライン参加

あたらしいものさし社会課題見える化会議

講師 NPO法人キーデザイン代表理事 土橋さん

「不登校離職」という新たな社会課題が出てきている

不登校児の親4人に1人が離職・休職（2025.1）

不登校は12年連続増加 20人に1人、全国で53万人

少子化が進んでいる中で不登校は増加

理由の第一は先生との関係・学校のシステム

相談するには時間がかかり2か月先、学校に戻すことが原則で解決につながらない

先生も2023年には7,119名の休職者

不登校児の親の職場での理解が難しい

不登校になってから4か月以上で親が仕事を退職したのは7割

職場の同僚・上司が伴走者となっての支援が重要

現在、パートナー企業として数社、子どもが不登校のため仕事を離職した親への支援が始まった

不登校児と保護者、教育委員会、NPO、＋企業を巻き込むことで親の離職を防ぐ

今後、NPOが大勢の当事者の声を社会課題として困っていることを発信し、良き理解者・伴走者

をつくっていく
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